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の祖父の陸遜（一八三〜二四五）は、呉国の重鎮であった。 『呉志』陸遜伝に拠れば、遜は字は伯言で、もとの名を議といった。陸氏は代々、江東の大族であったが、遜は若くして父を失い、二十一歳の時に、孫権の幕府に出仕した。以後、東西曹の令史 歴任し、海昌の屯田郡尉となった。 ち、孫権の兄である策の女を妻とし、その間に生まれたのが陸抗、すなわち機の父である。　
陸遜の軍事面における活躍は枚挙に暇がない。呉の黄武元年
（二二二） 、孫権の命によって大都督・仮節となった遜は、朱然・潘璋・宋謙・韓當・徐盛・鮮干丹・孫桓ら五萬人を率いて 進攻してきた蜀の劉備の大軍を撃ち破った。同七年（二二八） 、孫権は郡陽の太守であった周魴に命じて、魏 大司馬の曹休を譎
あざむ
かせた。果た









































とある。もし、抗の五子が同腹の子 るとするならば、機の母は張承の女ということになる。張氏とは、 呉の四姓「朱・張・顧・陸」の一つで、 呉國にあっては名門であり、 張承の父 張昭（ 『呉志』七）
は、 『春秋左伝』に通じた学者でもあり、孫策の長史・撫軍郎将となり、その創業に貢献し、孫権の下 は輔呉将軍となった呉の重鎮である。機や弟の雲が、学問にすぐれ文章の名手であった所以は、或いは張昭の血を継ぐことによるものであろうか。　
かかる名門の出である陸機は、二十歳の時に呉の滅亡という悲運




















太康十年 （二八九） 、 洛陽入りした陸機は、 まず張華の許を訪れた。
その当時、西晋王朝にあって政界・文壇の中心的存在であっ 張華は、多くの優秀な人材を進んで招き集めていた。張華は弟の雲とともに入洛してきた陸機を、しばしば高官たちに推薦した。陸機を最初に挙用したのは、楊駿であった。時に太博であった楊駿は 永煕元年（二九○）機をとりたてて祭酒とした。翌元康元年（二九一） 、楊駿が賈后に殺されると、機は愍懐太子司馬遹の洗馬となり、弟の雲とともに、太子府に仕えた。この時、賈后の甥の賈謐は、散騎常侍として太子府に仕えており、陸機の太子府勤務も、張華の後押しと賈謐の推輓によるものと思われる。陸機と賈謐との交わりは、この頃から始まったと推測されるが、 やがて陸機は元康三年（二九三）頃に、著作郎に転じている。雲と倶 賈謐 「二十四友」に名を連ねることになったのも、この頃のこ である。　
元康四年（二九四） 、陸機は弟雲ともに、呉王司馬晏の郎中令と







かれてその相國参軍となった。倫は、字を子彝とい 、宣帝司馬懿の第九子である。賈謐や郭彰ら 交わりがあり、賈后の絶大な信任を受けていた。そこで倫は、賈后に録尚書・尚書令の官に就くことを求めたのであるが、 張華や裴頠の反対 あい れがかなわなかった。ために趙王倫は賈后を廃し 庶人とし、賈謐を殺した。陸機はといえば、 この時、 賈謐を誅した功績によって、 関内侯の爵を賜わっている。かつてはそ サロン 、 「二十四友」 遊びに連なった機にとって、賈謐誅殺に加わったことは、心の大きな傷となって つまでも消えることはなかっ であろう それと同時に、このことは西晋という時代を象徴する一つの出来事でも この前年（二九九）には、かつて陸機が洗馬として仕えた愍懐太子が、賈后の手によって廃嫡され、翌年（三○○） 、賈后の派遣した宦官の手によって殺されている。同じ年 陸機ら南人の後楯として彼らを常に暖かく見守ってきた張華も死刑になっている。　
永寧元年（三○一） 、趙王司馬倫は、恵帝司馬衷を幽閉し、自ら
帝を称した。倫はこのとき陸機を中書郎 し 趙王倫は帝位を簒
奪して僅か三か月あまりで、齊王司馬冏をはじめとする諸王の反乱によって帝位を失い、死を賜わったのであるが、冏は、陸機が中書省に勤務し いたから、倫の下で、九錫文や祠位の詔の作成に、機が必ずや関与 て るであろうとの嫌疑をかけたのである。捕えられて裁判にかけられた陸機は、 みずからの無罪を懸命に訴えた。 「平原内史を謝するの表」 （ 『文選』巻三七）には、次のようにある　　























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 佐藤利行「百年歌考」 （ 『中国学論集』第七号・中国文学研究会）を参照。
④
 森野繁夫「謝霊運の楽府（上）︱「上留田行」を中心に︱」 （ 『中国学論集』第九号・中国文学研究会）を参照。
広島大学大学院文学研究科論集　第78巻21
二十一
Yuefu Poems by Ru Ji: about Shang Liu Tian Xing
Toshiyuki SATO and Liu JINPENG
　　Lu Ji is an important poet in producing Yuefu during the Six Dynasties period. His works of 
Yuefu inherited the style of the Cao family’s in Wei period and impinge on the writers coming 
after, for example, Xie Lingyun. In this paper, authors will mention three pieces of ancient Yuefu 
Shang Liu Tian Xing, those are written by Cao Zhi, Lu Ji and Xie Lingyun. By comparing these 
Yuefu poems, authors should finger out the connection the three poets, and investigate the 
characteristics of these works as well.
